
令和７年２⽉１４⽇（⾦）14:30〜16:30

県内企業による医療産業への新規参⼊と、企業と医療従事者の連携による製品
開発をさらに促進するため、下記のとおりセミナーを開催します。

すでに医療産業に参⼊されている企業の⽅はもちろん、新たに参⼊をお考えの
企業の⽅や、企業と製品開発に取り組みたい医療関係者の⽅にも参考となる内容
です。多数の⽅のご参加をお待ちしております。

令和６年度医療産業セミナー
（第10回臨⼯チーム勉強会）

1 4 : 3 0 あ い さ つ （ 山 形 県 臨 床 ⼯ 学 技 士 会 会 ⻑ 渡 邉 正 信 氏 ）

1 4 : 3 5 〜
1 5 : 3 5

講 演 ｢ 臨床⼯学技士による医⼯連携の実践
-製品化への取り組み事例紹介- 」

講 師 ⼋⼾市⽴市⺠病院 医療技術局⻑ 野沢 義則 氏
医⼯連携の基礎及び⻘森県における医⼯連携の活動状況を学ぶとともに、

実際に商品化するまでのプロセスや企業と臨床⼯学技士のマッチング、医⼯
連携に取り組む上での注意点等について、事例を交えご紹介いただきます。

1 5 : 4 0 〜
1 6 : 3 0

「県内医療機関の医療現場ニーズ発表」
説明 山形県臨床⼯学技士会医⼯連携プロジェクト委員会委員

県内企業と医療従事者の連携による医療関連製品の開発に向けて、山形県臨床⼯学技士会が
収集した医療現場ニーズ（医療関連製品のアイデア）の発表とニーズに基づき開発に取り組む
県内企業を募集します。

※ 発表する医療現場ニーズの情報の取扱いには、ご注意願います。

＜勉強会当日＞医療現場ニーズ
の発表（計29件を予定）

＜勉強会から約1ヵ月間＞
開発へのエントリー受付

＜受付後＞エントリー企業と医療
現場ニーズのマッチング､開発着手

県内企業、臨床⼯学技士、県内の医療･福祉･健康分野関係者 等
山形テルサ リハーサル室（山形市双葉町１-２-３）

⽇ 時
対象者
場 所

参加
無料
参加
無料

のさわ よしのり

⽇塔 遥香 氏（⼭形県⽴中央病院 臨床⼯学部）

休 憩 （ ５ 分 程 度 ）

1 7 : 0 0 〜
1 9 : 0 0

【ご希望の方のみ】交流会
会 場 ︓ ⾷ 味 亭 山 ⼒ （ 山 形 市 双 葉 町 2 - 1 - 7 6 ）
会 費 ︓ 5 , 0 0 0 円 （ ※ 当 日 、 交 流 会 会 場 に て お ⽀ 払 い く だ さ い 。 ）

ほりごめ かずま

堀米 一馬 氏（米沢市⽴病院 診療技術部臨床⼯学科）

にっと う はるか

主 催︓山形県 共 催︓⼀般社団法⼈ 山形県臨床⼯学技士会
お申込み⽅法︓２月７日（⾦）まで、やまがたe申請又はFAXにてお申込下さい。
【e申請はこちら】https://apply.e-tumo.jp/pref-yamagata-u/offer/offerList_detail?tempSeq=14143

上記URL、又は、右記二次元バーコードからアクセスしてください。
【FAX】参加申込書に記⼊のうえ、023-630-2695 あて送信ください。
申込・問合先︓山形県産業労働部産業技術イノベーション課 ものづくりイノベーション担当
【TEL】023-630-2137 【MAIL】ysaninno#pref.yamagata.jp （※送信の際は“#”を“@”に修正してください。）

プログラム 以下のとおり

【開発に取り組むまでのスケジュール】

出典：看護roo!



令和６年度医療産業セミナー
（第10回臨工チーム勉強会）参加申込書

【申込先】山形県産業労働部
産業技術イノベーション課ものづくりイノベーション担当

FAX：023-630-2695 ／ E-mail：ysaninno#pref.yamagata.jp

（※送信の際は“#”を“@”に修正してください。）

プログラム中「県内医療機関の医療現場ニーズ発表」の医療
現場ニーズは参加者に限定して開示するものです。
そのため、次の事項に同意のうえ、お申込みください。
１．開示された医療現場ニーズは、第三者へ漏洩しません。
２．開示された医療現場ニーズは、山形県臨床工学技士会と

連携した開発活動以外には使用しません。

企業（機関）名：

所在地（住所）：

◆担当者（窓口となる方）の連絡先

No 所属名 役職名 氏名 TEL E-mail

１

◆参加希望の方

No 所属名 役職名 氏名
交流会

参加希望
備考

１ 有 ・ 無

２ 有 ・ 無

３ 有 ・ 無

申込期限：令和７年２月７日（金）


